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会 長 福原吉孝 

直前会長 羽太英樹 

副 会 長 五十嵐政二・堤 清 

書   記 柏原佳子・羽太英樹 

会   計 桑野友子 

監   事 田舍庸男 

連絡主事 藤田良祐 

六 甲 部 羽太英樹 （広報主査） 

  上野恭男 (六甲部監事) 

 

ユースと共に 

連絡主事 藤田良祐 

今月は強調月間・ユースアクティビティです。 

私が勤務しているユースプラザＫＯＢＥ・ＥＡＳＴは神戸市が

「青少年の居場所整備事業」の一環として設置をした施設

で、年/28,000 人を越える中高生がやって来ます。自習など

目的は様々ですがそれぞれに大なり小なり夢や目標を持っ

て日々活動しています。それと同時に、様々な事柄で悩み、

考え、失敗したくないからと挑戦することを躊躇したり、諦め

たり、心の中に様々な葛藤を抱えています。 

「人生は近くで見れば悲劇だが、遠くから見れば喜劇であ

る。」（チャールズ・チャップリン）まだ若い中高生は自分自身

の人生を遠くから見ることはできません。毎日、目の前のこと

だけに集中して生きていこうとしているのだと思います。 

そんな中高生を支え、励まし、時に知恵と助言を与え、見

守り続けていくこと。それこそが青少年の健全育成を目指す

YMCA の使命であり、喜びと希望だと思っています。ＹＭＣＡ

にはワイズメンという頼もしいパートナーがいます。 

これからもＹＭＣＡと共に、遠くから見れば喜劇だと思える人

生の、今、この瞬間を、悩みながらも必死に生きようとしてい

る若者を育んでいっていただければ幸いです。 

 

７ 月例会出席表 

ＢＦ切手    0ｇ 
累計      0ｇ 

第１例会出席者 

メンバー  14 名 
ビジター   0 名 
ゲスト   0 名 
メネット  2 名 
ｺメット   0 名 
合 計  16 名 

例会出席率 
出席者   14 名 
メイクアップ  2 名 
合 計    16 名 
在籍者   18 名 
（内広義会員１名） 
出席率  94.11％ 

ニコニコ   
   13,628 円  

累計   13,628 円  

主   題 

国際協会会長  IP Isaac Palathinkal 

 言葉より行動を Theme: Talk Less, Do More 

アジア地域会長 岡野泰和 

  未来を始めよう、今すぐに Ｓｔart Future Now 
西日本区理事  松本武彦 
  響きあい、ともに歩む 

 To walk together, echoing each other 

六甲部部長  多胡葉子 
あなたとわたしの Y’s ダムを YMCA とともに-ユース、交流、地域- 
 Ｙ‘ｓ dom is yours and ours. Let’s share it with YMCA  
  ―Youth, Friendship and Communityー 
芦屋クラブ会長 福原吉孝 
  ハツラツと爽やかなワイズの活動を地域社会に広げよう  
  Let our actions Shine in the Community!  

 

“To acknow ledge t he  d uty  t ha t  accompan i es  eve ry  r i g h t”  

A ff i l i a t ed  w i t h  t he  I n ter na t i o na l  Assoc ia t i o n  of  Y ’s Men ’s  C ｌｕｂｓ 

ＴＨＥ Ｙ’Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦ ＡＳＨＩＹＡ 
 

Ｃｈａｒｔｅｒｅｄ Ａｐｒｉｌ 11．1998 

 
 

Address ：Yoshitaka Hukuhara 〒659-0023  14-20-714 Higashiashiya-cho Ashiya 
Hyougo.JAPAN 
Mail ： y-fukuhara@ae.auone-net.jp Tel  0797-38-8332  

今月の聖句 
わたしには金や銀はないが、持っているものを上げよう。     
ナザレ人イエス・キリストの名によって立ち上がり、歩きなさい。 

          使徒言行録 ３：６ 

 

８月第１例会プログラム 
と き： 2014 年８月２0（水) 19：00～21：00 

ところ： Ｈ竹園３Ｆ 

司会： 堤 清ワイズ 

受付： 桑野友子会計・坂東幸子ワイズ 

１．開会点鐘         福原吉孝会長 

２．クラブソング斉唱 一同 

３．聖書朗読         羽太英樹ワイズ 

４．ゲスト・ビジター紹介 堤 清ワイズ 

５．食前感謝         権甲植ワイズ 

６．食事・歓談 

７．部長公式訪問挨拶    多胡葉子六甲部部長 

８．「ＹＭＣＡあれこれ・よもやま話」 

 水野雄二神戸ＹＭＣＡ総主事 

９．第２例会議事録の承認 福原吉孝会長 

10．事業委員報告・その他  各委員＆メンバー 

11．ＹＭＣＡニュース 藤田良祐連絡主事 

12．ニコニコ献金報告 上野恭男ワイズ 

13．誕生祝い 

14．閉会点鐘 福原吉孝会長 



７月第１例会報告 

日時：6 月 18 日（水）19:00～21:00 

場所：ホテル竹園芦屋 3 階 

司会：柏原佳子書記 

出席者：五十嵐政二、五十嵐かほる、上野恭男、柏原佳

子、桑野友子、島田恒、都筑省三、堤 清、羽太英樹、

畠中由圭、福原吉孝、坂東幸子、藤田良祐各ワイズ・メ

ネット・連絡主事 （敬称略） 

 

7 月キックオフ例会は羽太会長の開会点鐘で始まりました。

冒頭、チャーターメンバーの上野ワイズの司式で、格調高く

会長交代式が執り行われ、羽太会長から福原新会長へと

会長が引き継がれました。 

続いて、恒例の羽太ワイズの今月の聖句解説は、新会長

へのメッセージにふさわしいと耳を傾けました。そして、五十嵐

ワイズの食前感謝のあと美味しい竹園のお料理を頂きまし

た。 

新会長挨拶では、ハツラツと爽やかなワイズの活動を地域

社 会 に 広 げ よ う  Let our actions Shine in the 

Community!と、主題を掲げられた方針と計画を報告されま

した。脈々と会長

から次期会長へと

芦屋クラブの方針

が引き継がれ、新

しい夢へと繋がっ

ていく希望のある

ワイズライフが見え

てきました。 

続いて、芦屋クラ

ブでは初めてですが、メンバーそれぞれが、お役の事業委員

活動計画を報告さ

れました。お役が重

なっていてもご自身

の役割を把握された

報告が重複されず

になされ、安心いた

しました。連絡主事

は芦屋クラブの「留

学生交流会」での中、高生まで幅を広げた活動を評価くだ

さいました。特筆すべきは、今回から島田ワイズが」ニコニコを

担当され（自ら手を掲げられ）、本来の「ニコニコ」の持つ“喜

んで献金をする”教会の献金とは少し異なる楽しさを例会に

加えてくださったことです。 

例会の途中、神戸クラブのメネットが飛び入りでアピールに

来られましたが、芦屋クラブに親近感を持たれてのことと、こ

れも嬉しいことでした。 

福原新会長のエネルギッシュで新鮮な閉会点鐘があり、こ

れからが真のスタートです。例会後は、全員が 1 階「ラルー」

に集まり、藤川ワイズのガン患者に向き合う話が話し合われ、

興味深く是非もっと深く、幅広く伺いたいと思ったのは私だけ

ではないと思いました。 

柏原佳子 

六甲部第１回評議会報告 

六甲部評議会が神戸ＹＭＣＡにて開催されたので報告す

る。 

さて、７月より新年度となり、昨年度の活動報と新年度の

方針が発表された。 

まず山田直前部長より前年度の大きな成果では、五十嵐

メネット主査を中心に行った 

「きらり輝くアート展」が、西日本区より六甲部８クラブが最

優秀クラブ賞を受けた事が報告された。続いてＥＭＣ事業、

会計報告等があり、参加者より承認された。 

次いで、今年度の方針として多胡部長より活動方針、計

画の発表があった。 

ＹＭＣＡとの協同、８クラブの交流の充実、昨年度の大きな

成果のあったメネット事業を引き継ぐ等・・行事予定としてＹ

ＭＣＡウェルネスセンターの建て替え記念講演会の開催等

についても発表された。さらに各事業主査、８クラブ会長より

活動方針の発表があった。各会長からは重要なテーマであ

る新メンバー獲得する具体策、例会の工夫等が報告され

た。羽太広報主査より新しいメンバー獲得の為の資料の工

夫が必要であり、一般の方にわかりやすいワイズ活動資料

の工夫、ホームページの充実等が報告されていたのが印象

に残る。 

第二部ではユースの繋がりを進めるためにというテーマで司

会を太田ＥＭＣ主査にてシンポジュウム形式で若いユースメ

ンバ-で行われ、大変興味深く今後の拡大策に大きな参考

になった。若いメンバーの加入によって各クラブが活性化した

報告があり、余島のキャンプリーダ-ＯＢ等との交流のあり方、

繋がりが重要な事、今４０代前後の働く世代の興味のある

テーマでの勉強会の開催、面白くボランタリー活動が出来る

事、世界とのつながりのある活動であること等、大いにＰＲす

る機会を作るべきとの見解などが述べられていた。 

色々な課題に対して若者らしい意見を拝聴することが出来

たいい機会であった。 

福原吉孝 

ユース世代の声を聞く 

神戸 YMCA 三宮会館礼拝堂では最後となる六甲部第１

回評議会第２部では、「ユースとの繋がりを進めるために」を

主題として、まずアメリカ・ロッキーYMCA で開催された「世界

YMCA 大会」に参加された若手ワイズの広瀬献児さん、広

瀬頼子さんの映像による報告を聞いた。 世界８３カ国から

１３００人もの参加のあった大会で、テーマは「若者をエンパ

ワーする」で、世界人口の四分の一を占める若者が自信を

失いかけている状況下、YMCA がユースに何ができるかの原

点を探る大会であったようだ。 報告に引き続いて Y サ・ユー



ス川﨑孝子主査の司会の下、神戸ポートクラブ、神戸クラ

ブから４名の若手ワイズがパネラーとなって討議がなされた。 

それぞれワイズへ入るきっかけはキャンプリーダーなど YMCA

ボランティア活動が原点にあるようだ。 多様な世代の集まり

であるワイズ活動には若手としても魅力を感じる、海外ネッ

トワークのある YMCA に魅力を感じる、若いメンバーの企画

するクラブを越えた交流活動があってもよいのでは、働く世代、

子育て世代の３０代４０代にインパクトを与えるものがワイズ

にあるか、など活発な意見が発せられた。  

この第２部の集いに参加して YMCA の最大のユース活動で

ある余島キャンプリーダー経験者への働きかけが組織的にで

きるかが課題と感じた。また芦屋クラブには現状ユース会員

はおらないが、他クラブのユースを例会に招いて交流するの

も元気を得る一つかなとも感じた。 

羽太英樹 

８クラブ納涼会に出席して 

評議会への出席は出来ませんでしたが、

納涼会へ出席いたしました。当日同伴す

る予定だった娘には、まさかで振られてし

まいひとりでの参加となりました。 

納涼会は、夏らしい川面でのお話しの落

語でスタートとなりました。 

芦屋クラブ、西宮クラブの皆さまと、楽しい会話で盛り上がり

美味しい食事もたくさんいただきました。会場では各クラブの

ファンド商品が販売され、熟成にんにくを市価の半額程度で

購入することもできました。これはプルーンのようなお味でとて

もおいしくて、夏バテ予防にぴったりなのでお勧めです。 

各クラブのアピールタイムでは、特に神戸ポートクラブの児童

養護施設神戸真生塾へのご支援に心を打たれました。神

戸真生塾では、８月 23 日にバザーが開催され、ワイズの皆

さまもチャリティーで出店されるそうです。大人が子供たちの

為に温かく尽くされることは、子どもたちの大きな支えになり、

将来の勇気の元となることでしょう。私がワイズメンズのお仲

間に加えていただいてから１年近く経がちましたが、先輩方

のようにしっかりとした貢献ができたでしょうか。例え小さくとも

誰かの心に届く支援が出来たのでしょうか。深く考えると共に、

大きな目標となるアピールでした。 

余談ですが、８月には娘が初めてのデイキャンプに参加しま

す。YMCA の逞しく優しいリーダー達に見守られて、大きな

成長をしてくれると楽しみにしています。 

畠中由圭 

シャーロック・佳子・・・誕生秘話 

さて「チャリティーワインを楽しむ会」も 1999 年 10 月に第１

回を開催して以来、29 回を迎えました。そのチャリティは神

戸 YMCA の主催する青少年プログラムに、経済的事由で

参加できない 18 歳未満の青少年支援のための「子ども奨

学金」に捧げられます。 

さて、7 月 13 日（日）１7 時 30 分から神戸ポートピアホテル

31 階のレストラン・トランティアンでの会には、芦屋クラブから

柏原ワイズと上野の 2 名が参加しました。さんだクラブの安

行ワイズの司会で進行し、岡本博文シニアソムリエの解説

で発泡ワイン、白、赤が用意され、おいしい料理と一緒にい

ただきました。 

ワインの販売もありましたが、お値段はなんと 1,500 円とアッと

いう間に完売。続いてのオークションでは、会に賛同される多

くの方の献品の品が、加茂ワイズの軽妙なおしゃべりと共に

売りさばかれました。柏原ワイズも上野も買わせていただきま

した。 

楽しい 2 時間の会が終わりましたが、2 人の手には抱えきれ

ない荷物の山、何とか三宮までのシャトルバスに乗り込み無

事帰宅しました。 

柏原ワイズ購入の海苔のセットが見当たらないのです。ＹＭ

ＣA の功力さんに問い合わせをしましたが、忘れ物はなかっ

たとのことであきらめていました。が、柏原ワイズがバスの頭上

の荷物置き場からこぼれおちたのではないかと推理されまし

たので、上野は念のため

ポートピアホテルに問い合

わせしましたところ、推理

は見事的中し忘れものと

して保管されておりました。

着払いで送ってもらい海

苔セットは無事に柏原ワ

イズの手許に戻りました。さっそくＹＭＣＡ功力さんに報告した

ところ、宛名がシャーロック・佳子さまと書かれたメールが返信

されたとのことでした。 

上野恭男 

＜随想＞   関西学院と私 

せっかくですから、表向きにはあまりやらな

いようなお話しを少し。 

私は中学受験に失敗し、関学へは高等

部からの入学です。 

中学生にもなれば、自立心が芽生え、そ

れなりの自信はありました。よく遊び、よく

学べでした。 

高等部合格発表当日、甲東園から上ヶ原への階段を、三

日月帽を斜めにかぶる、やんちゃな中学部生とすれ違いま

す。これが今も続く友達の U 君。 

入学後、何部に入ろうかと、少しはゆっくり考えるのですが、

違うクラスの男が私のところに来て、「いきなり胸ぐらを掴ん

で」アメフト部に連れていかれました。これが親友の K 君。私

たちの代のキャプテンです。 

入学してすぐの社会見学、バス車中。隣で一言も話さない

まま、私と太もも位置の縄張り争い。これは大学に進学せ

ず梅田の食堂を継いだ N 君。今でも時々顔を出します。 

入学してたった数日間の思い出でも、話は尽きません。それ

が毎日続いた素晴らしい高校 3 年間でした。 



青春を賭けた高校アメフトは決勝で敗退。試合後、西宮

北口でキャプテンを囲んだハドルと歌った Fight on。なぜか皆

で夜遅く歩き続けていました。 

当然のように入った大学のアメフト部を数か月で去る時に、

同級キャプテンの K 君から言われた「絶対、後悔させてやる

からな」。関学アメフトにも負けない後悔しない人生を。”

Mastery for Service”とは何かを考えるうちに、いつしか政

治家への道を歩むようになりました。 

畠中光成 

＜随想＞     ＢＡＲを楽しむ 

仕事を終え今夜は付き合いもなく一人でちょっとワンショット。

こんな時、現役時代の良き隠れ家的存

在だった本格的ＢＡＲ。あえて演出された

適度の「暗さ」は非現実的で、ほっとさせ

てくれる。（今は無き大阪のホテルプラザの

ＢＡＲ「マルコボーロ」はかなり暗く有名）そ

して使い込まれたカウンターに席をとれば、

その頭上からダウンライトの照明が私のレ

シピでオーダーしたカクテル「ドライマティーニ」にスポットライト

の如く・・。カウンター席は一人か二人での利用が原則。大

声、酔っ払いは不可。凛として迎えてくれるいつものバーテン

ダー氏と互いに微笑みながら静かな一言二言。「付かず離

れず」はバーテンダーの鉄則。二杯目は丁寧に磨かれたオー

ルドファッショングラス、その口径にあわせて丸くカットされた氷

にブレンドウイスキーの先駆者であるスコッチ「バランタイン１７

年」を緩やかに注がれたオンザロック。かすかな音量で、コル

トレーンの気だるいサックスが耳に。これでホロ酔い、およそ４．

５０分で席を立つ。なが居は喜ばれない事を・・。若い頃父

親、緒先輩に連れられ学んだ《とまり木の愛し方》《ＢＡＲカ

ウンターに似合う男の背中》に、ほのかな哀愁が。愚息の大

学卒業の日に、中之島リーガロイヤル ホテル「リーチＢＡＲ」

に連れて行きテキーラベースのカクテル「マルガリータ」を飲ま

せて、はや２５年経つ。ちょっと堅苦しいが、久し振りに気分

を変えてぶらっと一人でも又は「令夫人」ご同行で、盛夏に

似合うピンク色のラムベースカクテル「バカルディ」で《君の瞳

に乾杯！》は如何？                篠坂幸彦 

７月第２例会議事録（抄） 

と き：７月２３日（水）18：30～20：３０ 

ところ：芦屋市民会館 207 号室         敬称略 

出席者：福原吉孝、上野恭男、柏原佳子、桑野友子、

島田 恒、都筑省三、藤田良祐、畠中由圭、羽太英樹   

議事 

１）８月第１例会（８月２０日）  

多胡部長公式訪問、ゲストスピーカーは水野総主事 

２）六甲部第１回評議会・納涼会（７月 26 日） 福原、羽

太、上野、桑野、柏原、畠中メネット参加。 

３）今後の例会予定 

９月第１例会（９月 17 日） メネット例会とする 

10月第１例会 芦屋・谷崎潤一郎記念館の学術員をゲ

ストスピーカーに招く。 

11 月第１例会（11 月 19 日） ＹＭＣＡの学び。 

12 月クリスマス例会（祝会）（12 月 23 日） 

４）ＹＭＣＡ寄付金の件 （クラブ及び個人）六甲部の方針

を確認してから対応する。 

５）前年度会計決算報告と今期の予算案が桑野会計から

提示あり、８月第１例会で承認。 

６）その他 

＊現有のトラクトは今後研究し改良する。 

＊六甲部会（９月６日：関西学院会館）参加者を募る。 

 

  今月のスピーカー 

 

神戸ＹＭＣＡ水野雄二総主事です。 

 

 

YMCA ニュース 

１．スプリングフィールド大学学長ら来訪 

 7 月 21 日（月）にアメリカのスプリングフィールド大学からク

ーパー学長をはじめ 4 名のゲストが神戸 YMCA を表敬訪

問されました。同大学はアメリカの YMCA が設立したカレ

ッジとして知られ、バスケットボールをゲームとして考案した

ことでも知られています。神戸 YMCA 宮田守衛初代総

主事が同大学に留学され、バスケットボールを日本に紹

介されました。関西のバスケットボール普及に神戸 YMCA

が多大な貢献をしました。 （7 月 23 日神戸新聞掲載） 

２．ファミリーウエルネスセンター、完成間近 

脇浜のファミリーウエルネスセンターの建設工事がほぼ終

了し、7 月 22 日（火）に定礎式を行い、定礎箱の中に聖

書、活動レポート、当日の新聞を納めました。９月１日

（月）にグランドオープンします。 

尚、三宮新会館については、協働事業者として（株）生

活科学運営が選定され、11 階建て会館の 4～11 階を

使用して、高齢者住宅を運営されることになりました。こ

の再開発事業推進のために、会館建設募金へのご協

力をよろしくお願い申し上げます。 

３．今後の予定    

神戸 YMCA ファミリーウエルネスセンター献館式 

ご出席の場合は本部事務局までご一報ください。 

日 時：8 月 30 日（土）午後 1 時 30 分～3 時 

   場 所：神戸 YMCA ファミリーウエルネスセンター 

連絡主事 藤田良祐 

 

編集後記 

眉を顰めるＮＥＷＳが相次ぐ中、奇跡的に生還された報道

「ＵＩＴＥＭＡＴＵ」。伊東沖から 20 時間の漂流の末、40 キロ

先の下田で無事救助された中島さん。世界で有名になった

言葉とか。人間が最も体力を使わない仰向けで大の字の

体位はヨガでもとるポーズ。人間無の境地になり呼吸の音の

み聴いて待つのはどれほどの忍耐がいるのだろう？訓練と準

備があったとはいえ、孤独と恐怖と戦いながらただひたすら待

つ・・希望を捨てない勇気は素晴らしい・・・。  柏原佳子             


